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で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
専
用
の
投
句
箱
も

設
置
さ
れ
ま
す
。

俳
句
で
文
化
の
薫
る
町
づ
く
り
実

行
委
員
会
（
藤
岡
徹
委
員
長
）
が
主

催
す
る
「
風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
作
品
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
、
五
月
十
五
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
ま
で
。
表
彰
式
は
十
月

二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。

今
年
で
六
回
を
数
え
る
俳
句
コ
ン

テ
ス
ト
。
優
秀
作
品
は
、
袖
山
高
原

と
道
の
駅
く
ず
ま
き
高
原
に
句
碑
が

建
立
さ
れ
る
ほ
か
、
町
民
対
象
の
特

別
賞
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
都
道
府
県
及
び
海
外

二
カ
国
か
ら
八
千
七
十
六
句
（
町
内

か
ら
は
千
四
百
四
十
九
句
）
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

選
者
は
、
第
一
回
か
ら
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
俳
人
・
黛
ま
ど
か

さ
ん
で
す
。
黛
さ
ん
は
、
新
聞
や
ラ

ジ
オ
番
組
な
ど
で
「
鐚
巻
町
は
私
の

第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
話
し
、
当
町

の
雄
大
な
自
然
や
、
町
民
の
温
か
い

も
て
な
し
に
感
動
し
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

黛
さ
ん
か
ら
は
、
「
紅
葉
明

も

み

じ

あ

か

り
の

中
で
、
ま
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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まなびぃ掲示板

生涯学習まなびの森「たくさんの人との出会いが学びの場」 品川　都さん（小屋瀬）の作品

いけないことをいけないと思わない子どもたち
が増えています。「自分さえ良ければいい」「ルー
ルを守らない」という人は、なかなか人から信頼
されないものです。間違った行いは本気でしかり、
その場で正すことが本当の愛情です。「自分の子だ
け良ければいい」という考え方（自子主義）はや
め、しかるときには何がいけないのか、理由をき

ちんと伝えましょう。また、気分や感情に流され
ず一貫性を持ってしかることも大切です。
そして、親自身もルール

に反することはしないよう
に気を付けましょう。子ど
もに尊敬される親であり続
けるためにも。

＜参考　文部科学省「家庭教育手帳」＞

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
全
国
各
地
の
俳
句
大
会
に
多

く
の
町
民
が
入
賞
す
る
な
ど
、
着
実

に
俳
句
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
づ
く
り
に
あ
ま
り
縁
が
な
い
と

い
う
方
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
応
募

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
役
場
内
線
二
七
五
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
本
部

長
・
中
村
哲
雄
町
長
）
で
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
び

続
け
ら
れ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
町
民
の
自
主
的
な
学
習

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

生
涯
学
習
支
援
事
業
を
次
の
内
容
で

推
進
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
に
関
す
る
様
々
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
個
人
や
グ

ル
ー
プ
で
の
活
動
、
学
校
教
育
な
ど

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

①
学
習
相
談
窓
口
の
開
設

年
間
を
通
じ
て
、
学
習
活
動
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、学
習

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
学
習
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援

自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
に

対
し
、
学
習
施
設
の
貸
出
や
あ
っ
せ

ん
、
使
用
料
の
一
部
免
除
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

③
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ダ
ー
講
座
の
開
設

皆
さ
ん
か
ら
「
学
ん
で
み
た
い
」

「
体
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
学
習

テ
ー
マ
を
募
集
し
、
そ
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
じ
て
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

④
学
校
に
お
け
る
総
合
学
習
支
援

地
域
の
指
導
者
や
教
材
、
学
習
内

容
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
、

学
校
に
お
け
る
総
合
学
習
（
地
域
学

習
）
を
支
援
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

生
涯
学
習
支
援
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

第6回風と恋の俳句コンテスト募集開始

お寄せくださいあなたの一句

いきいきいきいき子育て ③ ～ずいぶん厳しくしかられたけど、今では感謝しています～

蜷達人と遊ぼう～刺しゅう＆洋裁コース～
と　き ①6月21日（木）②6月26日（火）

③6月29日（金）④6月30日（土）

⑤7月7日（土） 毎回9:00～16:00

ところ　総合センター

内　容 おしゃれな刺しゅうを施したブラウ

スや帽子などの制作

講　師 寺坂タケさん（新町）

対　象 成人（定員15人）

参加料 1,000円（材料代）

持ち物 木綿布（92㎝×2.5m）、裁縫道具

蜷俳句で遊ぼう①
と　き ６月24日（日）9:00～15:00

ところ　くずまき高原牧場

※総合センター前に9:00に集合して

ください。

内　容 俳句の基本と吟行体験

対　象 小学生以上（定員20人）

蜷読み聞かせ＆映画会③
と　き ６月23日（土）13:30～15:00

ところ　総合センター

内　容 絵本の読み聞かせと映画会

対　象 幼児、小学生と保護者

実行委員を募集しています実行委員を募集しています
俳句で文化の薫る町づくり実行

委員会では、実行委員のメンバー
を募集しています。町内在住の高
校生以上で、俳句が好きな方、イ
ベントの企画に興味をお持ちの方
は、教育委員会事務局（役場内線
275）までお知らせください。

※申し込み・問い合わせは、鐚巻町公民館

（役場内線163・164）まで。
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